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《 国産大豆 》 
落札率５４％、スズマル、納豆小粒は高騰 

 ４月に２回実施された１９年産国産大豆の入札取引結果は、日本特産農産物協会の発表によります

と、上場数は１４，６７６トンで、落札が７，９８６トン、落札率が５４．４％、平均落札価格は、

前月比６０kg／１１０円アップという結果となりました。１８年産と比較すると落札率、平均落札価

格とも引続き高い値で推移している状況です。（前年４月の落札率は３２．６％、前年４月の平均落札

価格より６０ｋｇ／９１７円高値） 

普通大豆の落札率は、５５．７％ですが、北海道の小粒スズマル、宮城の中粒ミヤギシロメ、中粒

あやこがね、中粒タンレイ、岩手のナンブシロメ、茨城の納豆小粒などは、上場全量落札（落札率１

００％）となっております。また、北海道の小粒スズマルは、６０ｋｇ／２２，２７９円と更に高く

なっており、茨城の納豆小粒も小粒１９，７０９円、極小２０，０８６円と高騰しております。 
輸入大豆価格の高騰が、続いている状況なので、国産大豆価格へ影響を考慮するとお早めの手当て

をおすすめ致します。 

     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

１１月     ５７５ｔ     ４６６ｔ     ８１．０％ 

１２月   ４，７３０ｔ   ３，２３９ｔ     ６８．５％ 

 １月  １２，０３１ｔ   ８，１１８ｔ     ６７．５％ 

 ２月  １３，８４４ｔ   ８，４８１ｔ     ６１．３％ 

      ３月  １４，８０２ｔ   ９，４５５ｔ     ６３．９％ 

      ４月  １４，６７６ｔ   ７，９８６ｔ     ５４．４％           

    累計   ６０，６５８ｔ  ３７，７４５ｔ     ６２．２％ 

 
《 北米産大豆 》 

大豆作付増、相場はやや下げ 

アメリカ農務省は、３／３１に‘０８年のアメリカ産大豆の作付予想面積を発表し、前年比１８％

増加の７４７９万エーカーとしました。また、トウモロコシの作付予想面積は、逆に８．１％減少し、 

８６０１万エーカーとしました。この影響で、シカゴ相場は一時、１２ドル半ばまで下落したものの、 

５／８現在、期近で、１２ドル９８セントと値を戻しております。相場自体は、一時期ほど高騰して

ないものの、‘０８年産のＮＯＮＧＭＯ大豆を手配するには、高いプレミアムでの契約栽培を履行しな

ければならない状況で、今年以上にタイトな状況になるものと思われます。 
アメリカ農務省の４／２８の発表によると、大豆の作付率は、４／２７現在、主要１８州平均で２％

（前年３％ 平年５％）とやや遅れています。また、トウモロコシの作付率は、同じく１８州平均で

１０％（前年２０％ 平年３５％）と大幅に遅れている状況です。今後も、天候と進捗状況が注目さ

れるところです。 
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＜＜ 「豆」がメロディーを奏でると「豊」という字ができます ＞＞ 
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